
＜定例会の主な議題及び要旨＞  令和７月９月４日（木） 

【協議事項】 

１ 道仁会の第１２回指定に係る意見聴取の実施について 

                                  （暴力団対策部） 

警察本部から「指定暴力団道仁会については、令和７年１２月１３日をもって指定の効力が

満了することから、第１２回目の指定に向けた準備を進めている。前回指定時と比較すると、

構成員の減少は認められるものの、暴力団対策法に規定する指定要件を全て充足しており、９

月２５日に警察本部において本県公安委員会が指名する公安委員を主宰者とする意見聴取を実

施することについてご審議をお願いする。」旨の報告があった。 

 公安委員から「最近の道仁会の動きはどのようなものがあるか。」旨の発言があり、警察本

部から「特殊詐欺事件や逮捕事件等を敢行しており、関東地区の暴力団との繋がりも認められ

る。また、地元不良グループ出身の若者を勧誘するなどして体制維持を図っている。」旨の説

明があり、本件は了承された。 

 

 

【報告事項】 

１ ９月定例県議会の日程について 

       （総務部） 

  警察本部から「９月定例県議会の会期は、９月８日から１０月１４日までの３７日間の予定 

 であり、審査予定議案は、令和６年度福岡県一般会計決算及び福岡県風俗案内業の規制に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について等となっている。」旨の報告があった。 

 

２ 麻薬及び向精神薬取締法違反等事件の検挙について 

（暴力団対策部） 

  警察本部から「西警察署及び組織犯罪捜査課ほか３所属は、福岡県内において麻薬を営利目

的で所持し、大阪府内において大麻草を栽培した等として、本年５月以降、住居不定の無職の

男性らを麻薬及び向精神薬取締法違反等で順次逮捕した。更に、複数のマンションの一室を犯

罪拠点とする目的で、不動産仲介業者と共謀の上、架空の採用内定通知書を用いるなどして賃

借権を不正に取得したとして、同男性ほか不動産仲介業者従業員らを詐欺罪等で順次逮捕し

た。」旨の報告があった。 

  公安委員から「栽培した大麻の販売ルートはあるのか。」旨の発言があり、警察本部から「宅

配便を利用するなどして販売していたとみて捜査している。」旨の報告があった。 


